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さいたま市長１月定例記者会見 

平成２９年１月１９日（木曜日） 

午後１時３０分開会 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社の埼玉新聞さん、進行をよろしくお願いい

たします。 

〇 埼玉新聞   １月の幹事社を務めます埼玉新聞と申します。 

         それでは、本日の記者会見内容につきまして、市長からご説明をお願い

いたします。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。 

         「第８回世界盆栽大会ｉｎさいたま」開催まで１００日を切りました。

１７日には、大宮駅東口におきまして、関係者の皆様のご列席を賜り、カ

ウントダウンボードの除幕式を行いました。４月２７日の開幕に向け、国

内外からさいたま市にお越しいただく皆様に対し、大宮盆栽の魅力を感じ

ていただくとともに、心のこもったおもてなしができるようしっかり準備

を進めてまいりたいと思います。 

         それでは、議題の説明に移らせていただきます。 

まず初めに、議題１「さいたま国際盆栽アカデミー開設記念講演会の開

催について」でございます。本講演会は、さいたま国際盆栽アカデミーの

開設を記念いたしまして、盆栽を学ぶことの楽しさを多くの方々に知って

いただくことを目的に開催するものでございます。開催日は平成２９年

２月１２日日曜日、会場は大宮区にあります生涯学習（総合）センターと

なります。第一線で活躍する園芸盆栽の研究者と盆栽作家を招きまして、

知識と技術の両面から盆栽の魅力に迫ってまいりたいと考えております。 

         まず、講師のご紹介でございます。まず、講演といたしましては、日本

園芸文化研究の大家で、現在、公益社団法人園芸文化協会会長でいらっし

ゃいます小笠原左衛門尉亮軒氏より「日本の園芸文化」と題しまして、盆

栽を含む日本の園芸文化史についてお話をいただきます。次に、実演とし
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記念講演会の開催について」



2

て、世界的な盆栽作家で、東京都江戸川区にございます春花園ＢＯＮＳＡ

Ｉ美術館館長でいらっしゃいます小林國雄氏によります盆栽のデモンスト

レーションを行っていただきます。 

         次に、本講演会の参加申し込みについてでございます。定員は１５０人

で、事前申し込み制となっております。参加費は無料であります。申し込

み期限は１月２７日金曜日までとなっております。空席がある場合には、

当日参加も可能となっております。申し込み方法といたしましては、直接

またははがきで大宮盆栽美術館にお申し込みをいただきたいと思います。 

         続きまして、さいたま国際盆栽アカデミーについてご説明いたします。

当アカデミーは、「第８回世界盆栽大会ｉｎさいたま」のレガシーとして

大会後の５月より開講いたしたいと考えております。会場は、大宮盆栽美

術館の講座室、周辺の既存施設、盆栽アカデミーの実習場、培養場を予定

しております。日本初の盆栽に関する知識と技術を体系的に学ぶ、公的な

盆栽専門の学習機関として、盆栽文化の（洗練）と普及に貢献することを

目指してまいります。特色といたしましては、盆栽に関する技術面と文化

面を体系的に学ぶことができる点にございます。 

         カリキュラムといたしましては、初級コース、中級コース、上級コース

の３つのコースを設定し、原則としまして、全ての受講者は初級からスタ

ートしていただきまして、ステップアップをしていくプログラムとなって

おります。初級コースにつきましては、盆栽の見方や歴史、小品盆栽のつ

くり方、またその手入れ方法等、基本的な知識を幅広く学習する（内容）

となっております。中級コースにつきましては、盆栽の姿・形を整える技

術、培養・管理方法、庭園史をはじめとした盆栽周辺の日本文化史を学習

する内容となっております。上級コースにつきましては、著名盆栽作家に

よります実技講習を中心とした内容となる予定でございます。なお、上級

コースについては平成３１年度よりスタートする予定となっております。

また、平成３１年度より外国人向けのコースを順次スタートさせる予定で

ございます。議題１の説明は以上でございます。 

         続きまして、２つ目の議題でございます。「アーバンデザインセンター

市長発表：議題２「アーバンデザインセンター大宮の
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大宮の設置について」ご説明させていただきます。初めに、アーバンデザ

インセンター大宮を設置する目的についてご説明させていただきたいと思

います。 

         まず、アーバンデザインセンター大宮はその頭文字をとってＵＤＣＯと

申します。設置の目的は、大きく分けて２つございます。まず１つ目は、

大宮駅周辺地域のまちづくりの将来像として策定しました「大宮駅周辺地

域戦略ビジョン」で掲げております「おもてなしあふれる東日本の顔とな

るまち」を目指すということ、２つ目は、昨年３月に大臣決定いたしまし

た首都圏広域地方計画に位置づけられました「東日本を支える対流拠点」

としての役割の実現に向けて、産（官）学民がオープンかつフラットに連

携することを基本理念にまちづくりを推進することを目的としております。

市民や地元のまちづくり団体、大学や研究機関などの専門家、地域経済を

支える民間企業、そして行政が連携するまちづくりのプラットフォームと

して大宮駅周辺地域のまちづくりを進めていくことを目指しております。 

         次に、位置付けについてご説明させていただきたいと思います。ＵＤＣ

Ｏの設置は、アーバンデザインセンターみそのの設置とともに、「さいた

ま市しあわせ倍増プラン２０１３」に位置付けられた施策の一つでござい

ます。また、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」におきましては、まちづく

りの将来像を実現する推進戦略の一つとして、地域が一体となって具体的

なプランを展開するための戦略として位置付けられております。 

         次に、アーバンデザインセンターネットワークについてご説明したいと

思います。このアーバンデザインセンターは、千葉の柏の葉キャンパスタ

ウンのＵＤＣＫをはじめとして、全国で１４カ所においてそれぞれのまち

づくりを展開しております。アーバンデザインセンター大宮は、先日新た

に設置されましたアーバンデザインセンター高島平のＵＤＣＴａｋに続き

まして、全国で１５カ所目、本市では浦和美園に続いて２カ所目となりま

す。全国のアーバンデザインセンターと連携することで大宮のまちづくり

を円滑に推進し、本市の価値を飛躍的に高めていきたいと考えております。 

         次に、ＵＤＣＯの取組内容についてご説明をいたします。ＵＤＣＯの代

表的な取組としましては、まずまちづくりの学習、研究、提案ということ

であります。続きまして、まちづくりの実証実験、そして事業の創出とい
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うことであります。そして、３つ目としましては、デザインマネジメント、

そしてエリア全体のマネジメントがございます。こうした取組につきまし

ては、全国のアーバンデザインセンターと基本的に同じであると考えてお

ります。また、大宮駅周辺では多くのまちづくり団体の方々が積極的な活

動を行っているということから、こうした方々と積極的に連携していくこ

とが大変重要であると考えております。 

         続きまして、組織についてでございます。ＵＤＣＯは、一般社団法人、

それから実際の実務を行う事務局から構成いたします。それから、埼玉大

学、あるいは芝浦工業大学などのいわゆる「学」や、さいたま市、そして

全国１４カ所のアーバンデザインセンターとネットワークし、協力・連携

いたします。一般社団法人につきましては、昨年１２月２０日に法人とし

て正式に設立されたところとなっております。 

         構成としましては、代表理事に東洋大学教授の工藤和美氏、業務執行理

事として東京芸術大学の藤村龍至氏、埼玉大学の内田奈芳美氏にお務めい

ただきます。また、本市も当法人の一員としてしっかり関わっていく予定

でございます。また、事務局につきましては、専門性の高いスタッフを配

置し、しっかりと活動ができるように準備を進めているところであります。 

         次に、活動拠点についてでございます。ＵＤＣＯの活動拠点につきまし

ては、当面は平成２６年の７月に大宮駅東口に開設されました「まちラボ

おおみや」の中にオフィスを設ける予定となっております。「まちラボお

おみや」を活動拠点の一つとして、事務局スタッフが常駐し、まちづくり

を推進する体制を整えてまいります。「まちラボおおみや」につきまして

は、これまでの地元まちづくり団体の自発的な活動や学生提案によるプロ

ジェクト、あるいは自治会などのまちづくり活動など、さまざまな活動が

行われているまちづくりの情報発信拠点となっております。また、この「ま

ちラボおおみや」を拠点としてＵＤＣＯが活動することで、これまで以上

に地域との連携を強化できるものと考えております。 

         最後に、スケジュールについてでございますが、先ほど申し上げました

とおり、昨年の１２月末に法人を設立いたし、現在はＵＤＣＯの設置に向

けたさまざまな準備を進めているところでございます。スケジュールとし

ましては、平成２９年３月末のセンターの設置、そして平成２９年度から
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運営開始を予定しております。 

         大宮駅周辺のまちづくりにつきましては、大宮区役所の移転・建替え事

業、あるいは市民会館おおみやを導入する大門町２丁目中地区の再開発事

業、そして大宮駅グランドセントラルステーション化構想の検討が具体的

に開始されるなど、まさに目に見えるまちづくりが始まろうとしておりま

す。こうした状況の中で、まちづくりを推進する重要なキープレーヤーと

してＵＤＣＯに加わっていただくことは、私としても心強く感じていると

ころであります。ぜひとも積極的に連携し、本市のまちづくりを推進して

いきたいと考えております。 

         議題の説明は以上でございます。 

〇 埼玉新聞   ありがとうございます。 

         それでは、市長からの議題につきまして、幹事社として質問をさせてい

ただきます。まず、さいたま国際盆栽アカデミーなのですけれども、参加

対象を市民とか年齢、どのような参加対象を想定しているのか、講師はど

ういった方がお務めになるのか、あとこのアカデミーを継続的に実施して

いくことによって、狙いですね、市としてどういう効果があるのか、将来

像みたいなものを教えていただけますでしょうか。 

         それと、もう一点、アーバンデザインセンター大宮の件なのですけれど

も、２０１５年１０月にオープンしましたアーバンデザインセンターみそ

のとの役割の違いといいますか、すみ分け、そのあたりにつきまして教え

ていただけますでしょうか。 

〇 市  長   まず、国際盆栽アカデミーについてのご質問から順次お答えをしたいと

思います。まず、対象でございますけれども、盆栽文化の裾野を広くして

いくために、さいたま市民を中心として広く参加者を募ってまいりたいと

考えております。さいたま市の伝統文化を生活の中に根づかせ、広めてま

いりたいと考えております。世界に広がる盆栽の人気を背景として、世界

の盆栽愛好家も受け入れられるように体制を整えていきたいと考えており

ます。 

         次に、講師については、まだ具体的にはこれからでございます。先ほど

講演会のご紹介をさせていただきましたけれども、学問として体系的に学

議題１・２に関する質問
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んでいくという部分と、もう一つは技能、栽培していく技術等も含めて両

方兼ね備えた形で学んでいく場所で、それらを教えてくださる講師陣とな

ると思っております。具体的にどういった方ということについては、今後

もう少し詰めた段階で皆さんにお知らせしたいと思います。 

         それから、効果ですね。本市の盆栽の強みを生かして最高水準の盆栽学

習を提供しつつ盆栽人口の裾野拡大を図り、盆栽の学術的な地位の向上を

図ることを期待いたしております。また、本年４月に開催されます「第８回

世界盆栽大会ｉｎさいたま」の開催を機に、この盆栽アカデミーを通じて

盆栽に関して文化学術面での財産をつくり、世界盆栽大会のレガシーとし

て後世に継承していきたいと考えております。また、そういった人材をし

っかり育成していくことであると考えております。 

         次に、アーバンデザインセンターみそのとの違いということでございま

す。一昨年１０月に浦和美園駅西口駅前に設置をされましたアーバンデザ

インセンターみそのは、区画整理事業によって整備をされました新しい市

街地であります美園地区約３２０ヘクタールのまちづくりの拠点として設

置されました。一方、アーバンデザインセンター大宮は「大宮駅周辺地域

戦略ビジョン」の対象エリアであります大宮駅周辺の約１９０ヘクタール

を対象といたしております。戦略ビジョンの実現に向けて、既成市街地の

更新及びさらなる都市機能の強化を実現する重要な役割を担う組織と考え

ております。そういう意味では、既存の市街地を再開発等を含めた形で新

しくまちをつくり上げていくということで、新しくまちをつくっていく美

園とは役割としてかなり違ったものにもなってくると考えております。 

〇 埼玉新聞   ありがとうございます。 

         それでは、市長からの説明につきまして、質問のある社はお願いいたし

ます。 

〇 産経新聞   産経新聞です。盆栽アカデミーのことに関してなんですけれども、これ

は有料とか無料とか、料金設定とかで何か考えていらっしゃることがあれ

ばお願いいたします。 

〇 事務局    ただいまのご質問でございますが、こちらのアカデミーにつきましては

先ほど市長からご説明させていただきましたが、来年度の世界盆栽大会を

議題１に関する質問



7

機に開講させていただきたいと考えている事業でございます。来年度の事

業でございますので、今の段階では、金額、受講料につきましてはまだ検

討の（段階）でございます。基本的には、各盆栽園ですとか生涯学習（総

合）センター等で行っている事業等があると思いますので、そういったも

のとのバランスを考慮して、ある程度は受益者負担を求めるものになると

考えております。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 

         盆栽アカデミーとアーバンデザインセンターとそれぞれ伺いたいと思う

のですが、まずアカデミーについて伺います。これは基本的に対象は市民

をということなのですけれども、いわゆる業としての盆栽の担い手の育成

というようなことはイメージはしていらっしゃらないのでしょうか。あく

までも趣味として楽しまれる方を広げることを目的にしているのでしょう

か。 

〇 市  長   先ほども申し上げましたとおり、基本的には市民を中心としてという考

え方もベースにはございますけれども、当然それ以外の愛好家あるいは盆

栽に関心のある方々ということになります。その方々が仕事としてやられ

ているかどうかということは、そういった方々も含めて広く盆栽文化を継

承できる技能と知識を持っている方々を育成するという考え方になろうと

思いますので、そういった方々も含まれてくると思います。 

〇 朝日新聞   私の伺い方が悪かったのですが、今やっていらっしゃるかの別ではなく

て、将来的にアカデミーを受けることによってなのかもしれませんが、目

指すような方をここで育てられたら、まさに大宮盆栽をこれから支えてい

く方の育成にもつながるかなと思ったんですが、そういうイメージも市長

の中にはおありなんでしょうか。 

〇 市  長   やはり後継者の問題も、大宮盆栽（共同）組合の皆様からもお伺いする

ところでもありますので、この盆栽の文化を広くというか、後世にしっか

りと継承していくためには、現在盆栽を仕事とする方々の後継者にまで発

展することを期待しているところでもあります。 

〇 朝日新聞   ありがとうございます。 

議題２に関する質問
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         じゃ、アーバンデザインセンターについて伺いたいんですが、今ご説明

でもグランドセントラルステーション化構想のお話に触れていらっしゃっ

たと思うんですが、既に３回目の会議もあって、これから部会で具体的に

お話しされていくと思うんですが、あのメンバーにこのアーバンデザイン

センター大宮は入っていなかったように記憶しているんですが、具体的に

はどういうふうにかかわるんでしょうか。あの中でも随分イメージについ

て語るような予定だったと思うので。 

〇 事務局    現時点では、大宮グランドセントラルステーション推進会議の中にアー

バンデザインセンター大宮は、構成員としては含まれておりませんが、今

後具体的な活動を展開していく中では、将来的な構想として何らかの形で

連携できるような取組ができればと考えております。 

〇 朝日新聞   では、一緒になって考えていかれるというようなイメージでよろしいで

すか。 

〇 市  長   そうですね。 

〇日本経済新聞  日本経済新聞です。 

         今の質問に関連するのですけれども、グランドセントラルステーション

推進会議とアーバンデザインセンター大宮の役割の違いをもう少し具体的

にお聞きしたいというのと、周辺のまちづくりをより一層推進するという

お話でしたけれども、このアーバンデザインセンターの役割として、具体

的にどういった部分で進めて、大宮駅の周辺の再開発、まちづくりという

のを進めていくのかという、市長の期待されているところを改めてお願い

します。 

〇 市  長   基本的には大宮グランドセントラルステーション推進会議については、

比較的それぞれ事業を行っていく上での主体と直接関わってくる方々が入

っていただく形で進められていると思いますけれども、アーバンデザイン

センター（大宮）のほうはもう少し広く、一般の市民の皆さんも含めて声

を聞きながら、そういったものにも反映ができればと思っておりますので、

最終的にはお互いの意見調整が連携できれば、よりよいまちづくりになっ

てくるだろうと思っております。 

         美園もそうですけれども、特に大宮の場合は再開発事業が中心となりま

すので、どうしてもまちづくりに当たってはかなり長期的なスパンで見て
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いく必要があると考えておりますので、その中でビジョンを見据えながら、

それを実現するためのいろいろな取組、特にハード面だけではなくて、い

ろいろな仕組みであったり、あるいはソフト的な事業をしながら、まちづ

くりをみんなでつくり上げていくという、そういうプロセスも非常に大切

にしながらまちづくりを進めていこうという考え方であると認識しており

ます。 

〇日本経済新聞  そうすると、どちらかというといろいろな建物が動いたりするといった

再開発、ハード面の再開発というよりは、ソフト面でどんな機能が付加で

きるかとか、景観とかなのかもしれないんですけれども、そういったとこ

ろに対して意見を言っていったり、ビジョンをつくっていったりするよう

な機能を持つということになるんでしょうか。 

〇 市  長   まちづくりですので、単にハードがあって、形があるということだけで

はなくて、そこをどのように活用していくかとか、それを通じてどういう

まちにしていくかという、そういったハードもソフトも両方とも意識した

まちづくりということがこれから非常に重要だろうと思っておりますので、

そういう意味ではハード面的な部分とソフト面的な部分をつなぎ合わせて

いく、そういう活動をしていく、そういう団体としての活動を私たちとし

ては期待をしております。 

〇日本経済新聞  最後に１点だけ。グランドセントラルステーション推進会議には、事業

者の主体が入っているというのが特徴だと思うんですけれども、アーバン

デザインセンターは民というのが入っていますが、どちらかというと、そ

れはＪＲとかというよりは、もっと小規模な大宮の商店であるとか、そう

いったところを指して民というふうに書かれているんでしょうか。 

〇 事務局    現段階では、アーバンデザインセンター大宮の構成には具体的な民です

とか産といったものは含まれておりませんが、今後さまざまな活動をして

いく中で具体的なプロジェクトを仕掛けていくことになりますが、その中

で民ですとか産といったものと連携していきたいと考えています。 

〇 読売新聞   読売新聞です。 

         今のところで、その民と言った場合に、どういったところを念頭に置か

れて話をされているのかというところだと思うんですけれども、大きいＪ

Ｒさんとか。 
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〇 市  長   大宮駅周辺にはさまざまなまちづくり団体も実を言うとたくさんござい

ますので、そういった意味での民ということもあろうかと思います。 

         特に公共的な施設であったり、公共的な空間のみならず、かなり、民間

の土地も含めたというか、それをイメージしながらデザインをしていく部

分も出てくるかと思いますので、そういう意味ではいわゆる企業と、あと

そういうまちづくり団体と、そういった部分だろうと思いますけれども、

ただ再開発的な部分が多いものですから、そこの部分については新しくつ

くっていくものと違うところがあるので、そこはうまくコーディネートを

しながら参画をいただけるような工夫をしながら進めていきたいと思って

おります。 

〇 埼玉新聞   ほかいかがでしょうか。 

         それでは、幹事社として代表質問をさせていただきます。質問はまとめ

て行いますので、よろしくお願いいたします。 

         質問は２点ございます。まず、１点目が新年度予算の市長査定が今週で

すかね、先週ですかね、終わったかと思うんですけれども、まずその感想

を教えていただきたいのと、東京オリンピック、２０２０年の東京五輪に

対しての予算、これにつきましてどういったものを計上する予定であるの

かというのを教えていただけますでしょうか。 

         ２点目が、５月に任期満了を迎えますさいたま市長選挙なんですけれど

も、ほどなく選挙管理委員会から日程の発表があるかと思うんですけれど

も、清水市長ご自身の態度につきまして、見通しを教えていただけますで

しょうか。 

〇 市  長   それでは、幹事社からのご質問に順次お答えをしたいと思います。 

         まず、新年度予算の市長査定後の感想についてでございます。市長査定

を終えての感想といたしましては、社会保障関連経費の上昇に伴いまして、

扶助費を中心とした義務的経費が増え続けており、また都市基盤整備や老

幹事社質問：

１ 新年度予算の市長査定を終えた感想、東京五輪に

対する予算計上の予定について

２ 市長選への態度表明の見通しについて
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朽化した公共施設対策、本市が成長するための施策等の財政需要が大幅に

拡大をしておりますので、例年以上に非常に厳しい編成作業となりました。 

         しかしながら、以前より申し上げておりますが、本市が東日本の中枢都

市として将来も成長・発展していくためには、これからの５年、１０年は

大変重要な時期であると考えております。 

         その認識に基づきまして、平成２９年度予算ではこうした厳しい財政状

況でありますが、事業の費用対効果の検証あるいは緊急度、優先度による

事業の優先順位付けを徹底し、財源を確保した上で、本市の将来を見据え

て持続可能な発展を続けることができる選ばれる都市、しあわせ実感都市

の実現に向けた予算を編成できたものと考えております。 

         なお、平成２９年度予算の詳細については、改めて機会を設けてご紹介

をしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

         次に、オリンピックに対する予算計上についてでございます。東京オリ

ンピック関連経費といたしましては、参加国に対します事前キャンプ等の

誘致経費、機運醸成につながるイベントや啓発経費は計上しておりますが、

仮設経費をはじめ、大会開催に要する経費は一切計上してございません。 

         費用負担、役割分担につきましては、先月の２６日に東京都が大会を招

致するに当たり、国際オリンピック委員会に提出をした立候補ファイルに

示されております役割分担や費用負担の原則を改めて確認するように３者

に要請いたしております。今後作業部会の検討を踏まえまして、３者協議

において今年度中に一定の方向性を出すと聞いております。 

         この点については、原理原則を踏まえた丁寧な議論が重ねられ、国民、

市民が納得いく内容が示されることを強く要望したいと思います。 

         続きまして、市長選についての態度についてでございます。前回の記者

会見でも同様のご質問をいただいたところでございます。現在新年度予算

に向けた作業が大詰めを迎えており、平成２９年度に向けて施策をどのよ

うに実施をしていくのかについて、全精力を傾けて取り組んでいる最中で

ございます。 

         他方、新春を迎え、各種団体等の新年会でさまざまなご意見等をいただ

いているところでございます。さいたま市長としてのこれまでの成果や事

業の進捗状況なども踏まえまして、今後のことについて自分なりにさまざ
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まな観点から判断していくことが必要であると考えておりますが、自分の

考えをまとめ、また判断するに当たりましては、もう少しお時間をいただ

きたいと考えております。 

〇 埼玉新聞   ありがとうございます。 

         それでは、今の幹事社質問の市長の回答に対して、ご質問がある社がご

ざいましたらよろしくお願いします。 

〇 テレビ埼玉  テレビ埼玉でございます。 

         ２点質問があるんですけれども、１点目がオリンピックに関する予算に

関してなのですが、今回予算、仮設経費などは一切計上していないという

ことなのですけれども、今後経費負担の要請があった場合、どのように答

えていくお考えなのか教えてください。 

         もう一点なのですが、市長選、もう少し時間をいただきたいと今おっし

ゃっていましたが、具体的にはどれぐらいの時間が必要なのか、考えを教

えていただければと思います。お願いします。 

〇 市  長   それでは、ご質問に順次お答えをしたいと思います。 

         まず、オリンピックの予算の経費についてでございますけれども、現状

としては、私どもとしては開催経費についての情報共有が、まだ十分にで

きておりません。これらについては、今後作業部会が行われていくという

ことを聞いておりますので、まずはそこでどういった経費がかかるのかに

ついて、十分精査、検討させていただいて、そういった状況をしっかりと

情報共有を図っていくということがベースになると思います。 

         そして、その費用負担の問題については、今後組織委員会等、国の３者

協議、開催地の自治体との協議なども含めて、その中で検討されてくるも

のだと思っておりますが、基本的には当初の原理原則を守っていただくと

いうのが基本的な考え方だと思っております。 

         市長選挙についての、時間がどのくらいかということでありますが、具

体的にどのぐらいの時期ということまでは今すぐ申し上げられませんけれ

ども、もう少しお時間をいただくということになると思います。現時点で

は、具体的にいつごろということは申し上げられません。 

〇 読売新聞   五輪の経費負担の関係でもう少し。現状開催経費の情報共有ができてい

幹事社質問１・２に関する質問
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ないと。それを今後示された段階で精査、検討していきたいということで

ありますが、実際にそれが示された場合、そのときのスタンスとして、基

本的には当初ない話なので、お断りするお考えなのか、内容によってはそ

れを負担することもあり得るということなのか、その辺はいかがでしょう

か。 

〇 市  長   基本的には、先ほども申し上げましたとおり、まずはこれから作業チー

ムの中で、具体的にどういった予算あるいはどういった経費がかかってく

るのかということについて、まず情報共有をし、またそれを精査していく

ということが第一であろうと思っておりますし、その中で３者での協議、

あるいは開催自治体も加わった形でのいろいろな協議が行われていく中で

決定されるべきものだと思っておりますが、基本的には当初のスタート時

点でのいろいろなお約束がございますので、それが基本的には原理原則で

あるとは考えております。 

         ただ、いずれにしても大会を成功させるということが私たちの願いでも

ありますので、その中でその視点は忘れずにやっていきたいとは思ってお

りますが、基本は今までの原理原則を守っていただくというのが考え方の

ベースにはなると思います。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 

         五輪の問題で、今関連してなんですけれども、今のところ作業部会が今

年度末、３月までにという話になっているんですが、さいたま市と埼玉県

の要望としては首長を集めての、幹事会ではなくて首長の会議をという要

望もされていたかと思うんですけれども、そのスタンスは作業部会で少し

試算が出たところでも、その要望をしていくというところは変わらないで

しょうか。あるとすれば、どういったことを首長会議のほうで話をしてい

きたいと思っておりますでしょうか。 

〇 市  長   基本的には、費用負担をどうするこうするという前に、先ほど来申し上

げておりますけれども、まず事業費がどのぐらい、どういうものにかかっ

ていくのかという情報共有が、まだできておりませんので、まずそこをし

っかりとしていくということが、大前提だろうと思います。 

         その中で、その議論が今後どうなっていくのかということについては、

まだわかりませんけれども、先ほど来言っているように３者協議であった
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り、あるいは開催自治体との協議ということも当然行われてから、いろい

ろな費用の問題というのが解決されなければならないだろうと思います。 

〇 埼玉新聞   それでは、ほかに質問のある社の方いらっしゃいましたら質問をお願い

いたします。 

         埼玉新聞と申します。 

         まず、２点ございまして、１点がですね、今月１２日、市内の中学校で

２年生の女子の生徒が校舎から転落して亡くなるということがありました。

まず、これについて市長の受けとめと、対策、対応みたいなものがござい

ましたら教えてください。 

〇 市  長   まず、木崎中学校で起こりました事故についてでございますが、まずご

遺族の皆様の心を考えると本当に胸が潰れる思いであります。心よりお悔

やみを申し上げたいと思います。 

         こうしたことが起きることのないように、教育委員会でしっかりと対応

してもらいたいと考えております。 

         また、今回の事故については教育委員会から報告を速やかに受けている

ところであります。今後、再発防止策にしっかりと取り組んでいただける

ように、再度要請したところでもあります。 

〇 埼玉新聞   もう一点が、先月まで行われたさいたまトリエンナーレについてお伺い

いたします。 

         事務局のほうから、年明けに来場者、参加者数の概要の発表があるかと

いうことで伺いしていたのですけれども、具体的な人数がもしわかってお

られましたら教えていただきたいのと、その数字の評価につきまして、市

長からお願いいたします。 

〇 市  長   まず、来場者数については、（暫定）値ということになると思いますが、

まずアートプロジェクトについてございますが、１９会場への来場者の総

合計が２１万７，３５０人でございます。そして、市民プロジェクトが

４８事業ございまして、それらの来場者が７万２，６８８人、また１万人

のゴールドシアターなどの連携プロジェクト４５事業の来場者が４万

４，４０６人、その他関連事業５４の来場者が合わせて２万６，６８３人、

その他：市内中学校生徒の転落事故について

その他：さいたまトリエンナーレについて
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合わせますと３６万１，１２７人ということで、目標人数を超える方々に

ご来場いただいたと考えております。 

         また、参加者数でございますけれども、アートプロジェクトの制作ある

いは会場運営等への参加が７，０１１人、さいたま演劇フェスティバルや

人形の里アートフェスティバルなどの市民プロジェクトへの参加が

５，６０２人、１万人のゴールドシアター２０１６など連携プロジェクト

への参加者が５，６４９人、希望のまち合唱ムービー制作などその他関連

事業への参加者が４万５，６５５人となりまして、目標とする１０万人に

は及ばなかったものの、６万３，９１７人に上る方々にご参加をいただき

ました。それぞれトリエンナーレを盛り上げていただいたと思っておりま

して、大変感謝をしているところであります。 

         ２つの数字でありますけれども、いろいろなご議論やご意見もあろうか

と思いますが、第１回目のトリエンナーレとしてはそれぞれ課題などはあ

ったものの、多くの方々に参加し、来場していただけたのではないかと思

っております。 

         参加型のトリエンナーレということを目標にして、１０万人の参加者と

いうことで大変高い目標を立てて取り組んだわけでありますけれども、残

念ながら１０万人には達することができませんでしたけれども、かなりた

くさんの方々に参加していただけたと思っております。 

〇 読売新聞   今のトリエンナーレに関する質問なのですけれども、以前の市長会見で、

次回の開催は３年後にこだわらずというふうなことをおっしゃったかと思

いますけれども、そのお考えというのは、こういった評価が出てきた現時

点でもお変わりはない形でしょうか。 

〇 市  長   現状も、まだこれらの数字的なものだけではなくて、いろいろ関係した

皆さん含めて、評価や、あるいは経済的な効果も含めて、多方面からの評

価について、まだ策定をしている最中でございますので、そういったもの

を踏まえながら、総合的に判断して検討を進めていきたいと考えておりま

す。 

〇 読売新聞   前回と、基本的には同じということでよろしいですか。 

〇 市  長   そうですね。 

その他：ドナルド・トランプ氏の大統領就任について
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〇 埼玉新聞   埼玉新聞から１点だけお願いしたいんですけれども、ドナルド・トラン

プさん、アメリカ大統領なんですけれども、知事からの発言があったかと

思うんですけれども、２０日、日本時間で言うと２１日の早朝になるんで

すかね、就任式があるかと思うのですが、清水市長、何かご意見がござい

ましたら教えていただけますか。 

〇 市  長   日本時間で２１日の朝というんでしょうか、夜中というんでしょうか、

大統領就任式が行われ、正式に就任されると伺っております。 

         さいたま市も、アメリカ国内の自治体でありますリッチモンド市、また

ピッツバーグ市と姉妹（提携）をしておりますので、その自治体の長とし

て第４５代アメリカ大統領に就任するドナルド・トランプ氏に対して、祝

意を申し上げたいと思います。 

         日本とアメリカは、世界において最も緊密な良好関係にある国同士であ

りますので、就任後につきましては、両国がより一層連携を深めて、世界

経済の活性化を進めると同時に、グローバルな問題として環境問題、ある

いはエネルギー問題など、さまざまな問題についてもリーダーシップを発

揮していただくことを期待したいと思います。 

〇 読売新聞   トランプさんの、これまでいろいろ伝わってきているキャラクターとか

立ち居振る舞い、ツイッターで、短い文章でいろいろ自分の意見を表明し

たりとか、アメリカが一番優先されるんだというふうな姿勢を持っている

わけですけれども、そういった政治姿勢とか立ち居振る舞いについては、

どういうふうにごらんになりますでしょうか。 

〇 市  長   現時点では、まだ大統領に正式に就任したわけではありませんので、そ

ういう意味では、現状ではまだ公的な立場にないということの中でやられ

てこられたのだろうと思いますので、あえてそこには言及するつもりはご

ざいませんけれども、就任式以後はまさに公的な立場のアメリカの大統領、

世界のＧＮＰの第１位の大統領という立場になりますので、その中でそう

いったさまざまな責任や、あるいは役割というものを認識しながら、これ

からさまざまな施策を行い、また発言等もされるのだろうと考えておりま

す。 

〇 読売新聞   また少し変わるんじゃないかなというような感じでしょうかね、そうす

ると。 
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〇 市  長   そうですね。そう期待しております。 

〇 読売新聞   わかりました。ありがとうございます。 

〇 共同通信   共同通信と申します。 

         今の質問に関連してなんですけれども、特にアメリカにリーダーシップ

を発揮してほしい分野として、環境エネルギー問題ということで挙げられ

ていたかと思うんですが、そもそもトランプ氏のこれまでの発言ですと、

温暖化自体を否定するような発言を繰り返していて、そこが非常に危惧さ

れているところかと思うんですけれども、そもそもその点について市長が

どのようにご認識なのかということと、トランプ氏に考えを改めるべきと

いうお考えを持っていらっしゃるのかどうかということについて、お聞か

せいただけますか。 

〇 市  長   先ほども申し上げましたけれども、これまでは公人という立場ではあり

ませんので、改めて正式に就任した後は、アメリカの大統領という立場に

なります。その中で、さまざまな状況あるいは情報を適切に判断していた

だけるだろうと期待しております。 

〇 共同通信   やはり就任後の動向を注視したいというふうにお考えになっていらっし

ゃると。 

〇 市  長   そうですね。現時点では、そういうことになると思います。 

〇日本経済新聞  少し話が戻るんですけど、トリエンナーレの件で、来場者数は見込みを

超えていて、参加者は下回っている。今回初めての開催ということで、現

段階で市長が採点するなら何点ぐらいなのかなというのを伺えればと思い

ます。 

〇 市  長   申しわけありませんが、現状だと数字の部分しか出ておりませんので、

正式にいろいろな角度から評価等をさせていただいたときに、改めて点数

についてはつけさせていただきたい。私どもとしては、もちろんこの参加

者であるとか、来場者というのも一つの目安ではありますけれども、これ

だけでこの事業を判断するものではないと思っておりますので、全体を合

わせた経過の中で、もう一度そのお話をさせていただければと思います。 

その他：さいたまトリエンナーレについて

その他：大宮グランドセントラルステーション推進会

議について
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〇 朝日新聞   朝日新聞と申します。 

         先ほどアーバンデザインセンターのときにもちょっとお話をさせていた

だいたんですが、グランドセントラルステーション推進会議に伺っていま

すと、民間の鉄道事業者さんの意向とか事業の進め具合というのが、非常

に大きく影響してくる構想だなと実感したんですが、市長としてそのあた

り、ＪＲとか東武鉄道さんに具体的なビジョンを示してほしいとか、そう

いうふうに働きかけられるようなお考えというのはございますでしょうか。 

〇 市  長   今回の大宮駅グランドセントラルステーション化構想については、ご案

内のとおり３つの視点があります。 

         １つは、駅そのものの機能の高度化ということと、交通であったり、あ

るいは駅広であったり、そういった駅のアクセスの問題。それから周辺の

まちづくり、この３つで考えてございます。 

         特に一番最初の駅の機能の高度化ということについては、やはり鉄道事

業者とのビジョンの共有ということが非常に重要だろうと思っております

ので、これから大宮駅が果たしていく役割、これは首都圏広域地方計画の

中でも、単に一つの駅という役割ではなくて、東日本の対流拠点になると。

西日本の玄関口は品川駅であれば、東日本の玄関口は大宮駅だという位置

付けの中で、その駅の機能がどうあるべきなのかということを、それらを

踏まえて議論をしていかなければならないと思っております。 

         もちろんＪＲさんにしても東武鉄道さんにしても、民間の事業者の方々

でありますので、そういった中ではありますけれども、お互いに考えてい

るビジョンを共有化をしながら、そういう国の計画に位置付けられたもの

にふさわしい駅になっていく、あるいはそういった構想を推進していくと

いうことについては、できる限り共有しながらやっていきたいと思います

ので、私どもとしてもＪＲ東日本に対しても、また東武鉄道に対しても、

いろいろな形で働きかけや協力の要請なども含めてやってはいきたいと思

っておりますし、そのための協力をお互いにしていくことが前提となって、

今推進会議がスタートしたと認識しておりますので、その中で必要な機会

には、それぞれ働きかけなども含めてやっていければと思っております。 

〇 朝日新聞   ただ、実際に特に民間の事業者さんが事業をやるとなるとお金もかかる

ことですし、そのあたりは市長としてはハードルは、特に駅という部分に
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関してはハードルが高いと認識していらっしゃるのでしょうか。 

〇 市  長   １つは、やはりさいたま市だけでできるプロジェクトではないと思って

おりますので、当然国の支援ということも必要不可欠であろうと思います

し、その中であとはさいたま市の役割であったり、あるいは民間事業者の

所有物という部分もありますから、そういった部分をお互いに、それぞれ

の役割分担をしながら、つくり上げていくということが必要だろうと思い

ますけれども、ただ、今回やはり昨年の３月に国の（首都圏）広域地方計

画の中で、東日本のまさに玄関口であると位置付けられたということは、

単純に駅の改修とかとは違う大きな役割がそこに込められていると私たち

は考えておりますので、それらについて、その国の大きな計画の中で位置

付けられたという部分の役割については、民間事業者の皆さんもそれなり

にご理解をいただいていると考えておりますので、それをベースにしなが

ら、今後ビジョンを共有しながらつくり上げて、一挙にできるものではな

いと思いますけれども、そのビジョンに向けて着々と進めていきたいと思

っております。 

〇 埼玉新聞   ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

         どうもありがとうございました。 

         では、以上をもちまして本日の記者からの質問を終了させていただきま

す。 

〇 進  行   以上をもちまして市長定例記者会見を終了させていただきます。 

         次回の開催は２月３日金曜日、１時半からを予定しておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

         ありがとうございました。 

午後２時２４分閉会

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理したも

のを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）と

し、下線を付しています。


